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10
月
15
日
、
北
九
州
市
の
九
州
厚
生
年
金
会
館
で

開
催
さ
れ
た
平
成
16
年
度
全
国
食
生
活
改
善
大
会
に

お
い
て
、
富
士
河
口
湖
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

（
大
柴
節
子
会
長
）
が
平
成
16
年
度
栄
養
関
係
功
労

者
の
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
、
地
区
組
織
と
し
て
受

け
ま
し
た
。

 

同
会
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
は

じ
め
と
し
、
町
で
行
わ
れ
る
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
協

力
す
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
地
区
住
民
の
健
康
を

保
持
増
進
す
る
た
め
の
食
生
活
改
善
を
、
積
極
的
に

推
進
し
て
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
そ
の
多
大

な
功
績
を
認
め
ら

れ
今
回
の
表
彰
に

至
り
ま
し
た
。

 

食
生
活
の
改
善
向

上
及
び
健
康
増
進

に
貢
献
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
す

る
と
と
も
に
今
後

も
他
の
模
範
と
す

べ
き
、
地
域
に
根

付
い
た
活
動
を
期

待
し
ま
す
。

　
11
月
10
日
、
青
少
年
健
全
育
成
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
山
梨
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
山
梨
県
立
文
学
館
講
堂
で

行
な
わ
れ
、
本
町
か
ら
小
立
に
お
住
ま
い
の
古
屋
み

わ
子
さ
ん
が
、
山
梨
県
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
屋
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
7
月
の
河
口
湖
ユ
ネ
ス

コ
協
会
設
立
に
尽
力
し
、
昭
和
55
年
よ
り
現
在
ま
で

河
口
湖
ユ
ネ
ス
コ

協
会
長
、
昭
和
56

年
4
月
か
ら
は
山

梨
県
ユ
ネ
ス
コ
協

会
連
盟
副
会
長
に

就
任
し
、
ユ
ネ
ス

コ
の
理
念
で
あ
る

教
育
、
科
学
、
文

化
の
推
進
の
た
め

に
力
を
注
が
れ
て

い
ま
す
。 
 

　
特
に
、
青
少
年

の
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
自
ら
詩
吟
の
教
室
を
地

域
の
公
民
館
を
利
用
し
、
指
導
さ
れ
る
な
ど
青
少
年

の
健
全
育
成
の
た
め
長
年
の
間
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
人
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

　
さ
ら
に
、
平
成
16
年
度
「
家
庭
の
日
」
「
青
少
年

を
育
む
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
本

町
か
ら
３
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

特
選
「
山
梨
県
青
少
年
総
合
対
策
本
部
長
賞
（
知
事
賞
）
」 

　
　
小
佐
野
愛
さ
ん
（
富
士
河
口
湖
高
等
学
校
２
年
） 

佳
作 

「
青
少
年
育
成
山
梨
県
民
会
議
会
長
賞
」 

　
　
山
崎
　
優
花
さ
ん
（
河
口
小
学
校
３
年
）
　 

　
　
小
佐
野
涼
平
さ
ん
（
勝
山
小
学
校
６
年
）

　　
10
月
31
日
（
日
）
第
１
回
山
梨
県
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

（
平
成
16

年

度
関
東
選
手

権
山
梨
県
予

選
）
が
本
町

の
町
民
体
育

館
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

　
県
内
よ
り

選
抜
さ
れ
た

チ
ー
ム
が
「
第

１
回
山
梨
県

ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
選
手
権
大

会
」
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
め
ざ
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
上
位
４
チ
ー
ム
が
12
月

26
日
（
日
）
に
茨
城
県
で
行
わ
れ
る
「
関
東
選
手
権
」
の

山
梨
県
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
本
町
か
ら
は
、
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
北
麓
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
が
「
第
１
回
山
梨
県
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
」
初
代
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な

り
、
ま
た
、
北
麓

サ
ー
パ
ス
が
４
位

と
な
り
「
関
東
選

手
権
大
会
」
に
み

ご
と
２
チ
ー
ム
の

出
場
が
決
定
し
ま

し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
大
会

で
は
、
地
元
で
ド

ッ
チ
ボ
ー
ル
審
判

員
の
資
格
を
取
得
し
た
み
な
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
大
会
の
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
委
員
会
が
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
！

古
屋
み
わ
子
さ
ん
が
、

青
少
年
健
全
育
成
功
労
表
彰
！

初
代
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

北
麓
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
！
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ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に

「
河
口
湖
南
部
地
域
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に

「
河
口
湖
南
部
地
域
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
河
口
湖
・
西
湖
」
が
モ
デ
ル
地
域
に

町
民
プ
ー
ル
建
設
・
運
営
に
新
手
法
！

　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
と
は
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自

然
環
境
等
の
特
性
を
生
か
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
支
援
、
全
国
の
都
市
及
び
地
域
の
再
生
を
効
率
的
に

推
進
し
、
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
と
地
域
経
済
・

社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
土
交
通
省
が

財
政
支
援
措
置
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
、
町
で
提
出
し
た
計
画
は
、
大
嵐
地
区
に
居
住
者

定
着
の
起
爆
剤
と
な
る
公
営
住
宅
の
整
備
や
建
設
予
定
地

周
辺
道
路
沿
線
の
整
備
な
ど
を
中
心
と
し
た
内
容
で
す
。

　
今
年
度
は
、
大
嵐
町
営
住
宅
建
設
に
向
け
て
の
用
地
測

量
、
地
質
・
地
盤
調
査
及
び
実
施
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

（
計
画
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
随
時
広
報
誌
で
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
）

【
整
備
の
具
体
的
内
容
】

■
大
嵐
町
営
住
宅
　

　
１
棟
鉄
筋
３
階
、
30
戸

■
西
支
線
道
路
整
備

　
小
立
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
の
道
路
整
備

■
勝
山
富
士
見
線
道
路
整
備
事
業

　
大
嵐
富
士
見
地
区
の
当
該
道
路
の
拡
幅
整
備

■
勝
山
公
園
整
備
事
業

■
富
士
見
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業

■
富
士
見
地
区
内
道
路
沿
線
照
明
施
設
整
備
事
業

　
街
路
灯
20
基
　

　
観
光
を
中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
国
土
交

通
省
の
「
観
光
交
流
空
間
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
に
河
口

湖
・
西
湖
地
域
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
５
年
間
の
期
限
付

き
で
資
金
面
な
ど
で
援
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

「
“ま
ち
”
“
む
ら
”
の
魅
力
が
輝
き
あ
う
富
士
山
麓
五

感
空
間
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
湖
い
や
し
の
里
創
出

事
業
や
エ
コ
ジ
カ
ル
な
観
光
地
づ
く
り
な
ど
の
事
業
プ
ラ

ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

【
西
湖
い
や
し
の
里
創
出
事
業
】

　
西
湖
地
区
は
、
昭
和
41
年
の
台
風
に
よ
っ
て
、
大
き
な

被
害
を
受
け
、
県
有
林
内
に
民
宿
村
と
し
て
移
住
し
ま
し

た
。
旧
根
場
集
落
は
、
御
坂
山
地
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
扇

状
地
に
、
30
数
戸
の
甲
造
り
茅
葺
民
家
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
災
害
で
４
戸
を
残
し
た
だ
け
で
63
名
の
尊
い
命
と
集

落
の
ま
ち
並
み
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
区
は
、
稲
荷
、

八
幡
、
不
動
、
四
所
の
４
つ
の
守
護
神
を
持
っ
た
イ
ッ
ケ

シ
ュ
を
形
成
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
農

山
間
の
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
茅
葺
民

家
集
落
の
景
色
は
素
晴
ら
し
く
、
日
本
の
原
風
景
と
い
う

べ
き
景
色
で
あ
り
、
特
に
富
士
山
と
青
木
ヶ
原
が
一
望
で

き
る
立
地
は
他
に
は
な
い
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

災
害
後
住
居
地
と
し
て
は
適
さ
な
か
っ
た
た
め
、
低
利
用

な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
等
を
踏
ま
え
て
、
「
西
湖
い
や
し
の

里
根
場
」
創
出
事
業
は
、
西
湖
の
文
化
と
原
風
景
を
再
現

し
て
、
そ
こ
で
生
ま
れ
る
雇
用
・
産
業
・
茅
葺
民
家
の
需

要
等
の
創
出
を
計
っ
た
拠
点
整
備
を
し
、
「
西
湖
地
区
」

の
将
来
像
を
地
区
の
方
々
を
中
心
に
創
出
し
て
い
く
も
の

で
す
。

　
今
年
度
は
、
「
西
湖
い
や
し
の
里
地
域
検
討
委
員
会
」

を
設
立
し
、
用
地
地
権
者
・
各
部
会
及
び
住
民
説
明
会
、

そ
し
て
、
本
沢
川
東
側
用
地
に
つ
い
て
、
地
権
者
の
協
力

を
得
て
、
今
年
度
分
建
設
物
（
案
内
所
と
体
験
施
設
及
び

水
車
小
屋
）
の
発
注
を
行
い
ま
し
た
。
去
る
11
月
16
日
に

は
、
台
風
災
害
の
鎮
魂
祭
を
し
た
後
、
地
鎮
祭
を
行
い
具

体
的
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。
12
月
に
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
茅
の
収
集
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
、
３
月
に
は
案
内

所
と
体
験
施
設
及
び
水
車
小
屋
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。 

「
“ま
ち
”
“
む
ら
”
の
魅
力
が
輝
き
あ
う
富
士
山
麓
五
感

空
間
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
湖
い
や
し
の
里
創
出
事

業
や
エ
コ
ジ
カ
ル
な
観
光
地
づ
く
り
な
ど
の
事
業
プ
ラ
ン

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

【
西
湖
い
や
し
の
里
創
出
事
業
】

　
西
湖
地
区
は
、
昭
和
41
年
の
台
風
に
よ
っ
て
、
大
き
な

被
害
を
受
け
、
県
有
林
内
に
民
宿
村
と
し
て
移
住
し
ま
し

た
。
旧
根
場
集
落
は
、
御
坂
山
地
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
扇

状
地
に
、
30
数
戸
の
甲
造
り
茅
葺
民
家
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
災
害
で
４
戸
を
残
し
た
だ
け
で
63
名
の
尊
い
命
と
集

落
の
ま
ち
並
み
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
区
は
、
稲
荷
、

八
幡
、
不
動
、
四
所
の
４
つ
の
守
護
神
を
持
っ
た
イ
ッ
ケ

シ
ュ
を
形
成
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
農

山
間
の
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
茅
葺
民

家
集
落
の
景
色
は
素
晴
ら
し
く
、
日
本
の
原
風
景
と
い
う

べ
き
景
色
で
あ
り
、
特
に
富
士
山
と
青
木
ヶ
原
が
一
望
で

き
る
立
地
は
他
に
は
な
い
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

災
害
後
住
居
地
と
し
て
は
適
さ
な
か
っ
た
た
め
、
低
利
用

な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
等
を
踏
ま
え
て
、
「
西
湖
い
や
し
の

里
根
場
」
創
出
事
業
は
、
西
湖
の
文
化
と
原
風
景
を
再
現

し
て
、
そ
こ
で
生
ま
れ
る
雇
用
・
産
業
・
茅
葺
民
家
の
需

要
等
の
創
出
を
計
っ
た
拠
点
整
備
を
し
、
「
西
湖
地
区
」

の
将
来
像
を
地
区
の
方
々
を
中
心
に
創
出
し
て
い
く
も
の

で
す
。

　
今
年
度
は
、
「
西
湖
い
や
し
の
里
地
域
検
討
委
員
会
」

を
設
立
し
、
用
地
地
権
者
・
各
部
会
及
び
住
民
説
明
会
、

そ
し
て
、
本
沢
川
東
側
用
地
に
つ
い
て
、
地
権
者
の
協
力

を
得
て
、
今
年
度
分
建
設
物
（
案
内
所
と
体
験
施
設
及
び

水
車
小
屋
）
の
発
注
を
行
い
ま
し
た
。
去
る
11
月
16
日
に

は
、
台
風
災
害
の
鎮
魂
祭
を
し
た
後
、
地
鎮
祭
を
行
い
具

体
的
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。
12
月
に
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
茅
の
収
集
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
、
３
月
に
は
案
内

所
と
体
験
施
設
及
び
水
車
小
屋
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
以
降
、
毎
年
茅
葺
民
家
を
５
～
６
棟
建
設
し
、
平
成
19

年
５
月
に
は
、
20
棟
あ
ま
り
の
茅
葺
民
家
を
備
え
た
「
西

湖
い
や
し
の
里
」
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の

事
業
の
進
行
等
に
つ
い
て
は
、
随
時
町
民
の
皆
様
に
も
広

報
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
総
合
公
園
内
の
体
育
館
南
側
に
町
民
プ

ー
ル
の
建
設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
建
設
年
度
は
、
平

成
18
年
度
～
19
年
度
の
２
ヵ
年
で
、
こ
の
10
月
よ
り
基
本

構
想
に
入
り
３
月
に
は
詳
細
設
計
が
出
来
上
が
る
予
定
で

準
備
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
ま
で
の
基
本
構
想
は
、
25
ｍ

競
技
用
プ
ー
ル
の
ほ
か
、
歩
行
用
プ
ー
ル
、
幼
児
用
す
べ

り
台
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

設
け
る
予
定
で
、
建
物
本
体
と
駐
車
場
は
体
育
館
と
ス
テ

ラ
シ
ア
タ
ー
と
の
連
動
性
を
持
た
せ
一
体
感
あ
る
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
施
設
の
管
理
・
運
営
は
、
運

営
日
や
時
間
な
ど
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
な
対
応
が
可

能
な
民
間
委
託
（
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
）

を
計
画
中
で
す
。
現

時
点
で
の
基
本
構
想

は
あ
く
ま
で
も
叩
き

台
で
、
こ
れ
か
ら
町

民
の
皆
様
の
ご
意
見

や
ご
要
望
を
集
め
、

よ
り
良
い
計
画
を
練

り
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

参
考
意
見
等
あ
り
ま

し
た
ら
左
記
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
へ
投
稿
し

て
下
さ
い
。

　
建
　
設
　
課

　<
k
e
n
s
e
t
s
u
@
t
o
w
n
.
f
u
j
i
k
a
w
a
g
u
c
h
i
k
o
.
l
g
.
j
p
>

町民プール建設予定地
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【
富
士
河
口
湖
町
　
善
行
者
】

梶
原
　
寿
太
郎
　
東
京
都

　
町
の
地
域
振
興
の
た
め
に
３
０
０
万
円

を
寄
附
さ
れ
、
町
政
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

青
木
　
雅
子
　
小
立

　
平
成
16
年
5
月
ま
で
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
の
一
員
と
し
て
多
方
面
に
渡
り
活
躍

さ
れ
、
同
会
会
長
も
長
年
務
め
ら
れ
、
女

性
の
社
会
参
加
並
び
に
地
域
福
祉
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
た
。

古
屋
　
　
昇
　
河
口

　
河
口
小
学
校
及
び
河
口
保
育
所
に
合
わ

せ
て
３
０
０
万
円
の
寄
附
を
さ
れ
、
学
校

教
育
・
幼
児
教
育
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。�

(

有)

オ
ー
ル
ド
ホ
ー
ム
ズ
代
表
取
締
役

古
屋
　
　
茂
　
河
口

　
小
立
小
学
校
の
教
育
環
境
向
上
に
資
す

る
た
め
１
０
０
万
円
を
寄
附
さ
れ
、
学
校

教
育
の
振
興
に
貢
献
し
た
。

赤
澤
　
康
治
　
都
留
市

　
紅
葉
ま
つ
り
開
催
の
趣
旨
を
理
解
し
、

会
場
用
地
を
長
年
に
わ
た
り
町
に
貸
し
、

地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。�

の
向
上
並
び
に
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

三
浦
　
寛
孝
　
長
浜

　
　
　
　 

（
明
治
44
年
12
月
11
日
生
）

　
教
育
長
を
４
年
間
、
教
育
委
員
を
３
期

10
年
間
、
消
防
団
長
を
１
期
３
年
、
選
挙

管
理
会
推
進
協
議
会
委
員
等
を
歴
任
し
、

多
年
に
わ
た
り
豊
富
な
経
験
と
卓
越
し
た

識
見
を
も
っ
て
、
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

故 

三
浦
　
廣
明
　
長
浜

　
　
　
　 

（
昭
和
３
年
２
月
29
日
生
）

　
消
防
団
長
、
副
団
長
を
各
々
１
年
、
足

和
田
村
議
会
議
員
を
２
期
８
年
等
を
歴
任

後
、
平
成
14
年
足
和
田
村
長
に
就
任
し
、

村
政
振
興
及
び
町
村
合
併
の
た
め
に
貢
献

し
た
。
合
併
後
は
、
富
士
河
口
湖
町
の
特

別
顧
問
と
し
て
、
町
政
の
発
展
の
た
め
に

尽
力
し
た
。

に
わ
た
り
豊
富
な
経
験
と
卓
越
し
た
識
見

を
も
っ
て
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

渡
辺
　
尊
一
　
小
立

 

　
　
　
　
（
昭
和
２
年
11
月
29
日
生
）

　
小
立
総
合
開
発
委
員
を
１
期
２
年
、農
業

委
員
会
委
員
を
１
期
３
年
、小
立
地
区
水
道

運
営
審
議
会
委
員
を
３
期
７
年
、小
立
観
光

協
会
役
員
を
２
期
３
年
、河
口
湖
町
観
光
連

盟
役
員
を
２
期
４
年
、小
立
財
産
区
管
理
委

員
を
１
期
４
年
等
を
歴
任
し
、多
年
に
わ
た

り
豊
富
な
経
験
と
卓
越
し
た
識
見
を
も
っ

て
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

坂
本
　
登
志
夫
　
小
立

 

　
　
　
　
（
昭
和
３
年
９
月
10
日
生
）

　
小
立
地
区
水
道
運
営
審
議
会
委
員
を
２

期
６
年
、
地
下
水
保
全
審
議
会
委
員
を
２

期
３
年
、
総
合
開
発
審
議
会
委
員
を
１
期

２
年
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
１
期
２

年
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員
を
２
期

４
年
等
を
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
豊
富

な
経
験
と
卓
越
し
た
識
見
を
も
っ
て
地
域

振
興
に
貢
献
し
た
。

小
佐
野
　
恒
朗
　
勝
山

　
　
　
　 

（
大
正
５
年
８
月
２
日
生
）

　
監
査
委
員
を
１
期
４
年
、
教
育
委
員
を

１
期
４
年
、
民
生
委
員
を
２
期
６
年
等
を

歴
任
さ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
豊
富
な
知
識

と
卓
越
し
た
識
見
を
も
っ
て
、
住
民
福
祉

　
去
る
11
月
15
日
の
町
制
記
念
日
に
、
勝

山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
制

施
行
１
周
年
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
進
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
功
労
者
と
善
行
の

あ
っ
た
方
、
各
種
事
業
に
協
力
い
た
だ
い

た
方
々
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

【
富
士
河
口
湖
町
　
功
労
者
】

渡
辺
　
篤
正
　
船
津

 

　
　
　
　
（
昭
和
３
年
３
月
15
日
生
）

　
河
口
湖
町
議
会
議
員
を
１
期
４
年
在
職

中
に
、
河
口
湖
治
水
組
合
議
員
、
青
木
ケ

原
衛
生
セ
ン
タ
ー
委
員
、
農
業
委
員
会
委

員
等
を
歴
任
し
、
そ
の
後
も
湖
南
中
学
校

組
合
議
員
、
船
津
財
産
区
管
理
委
員
、
河

口
湖
治
水
組
合
議
員
等
を
歴
任
し
、
多
年
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会
教
育
の
向
上
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
長
年

に
わ
た
り
町
の
文
化
協
会
の
事
務
局
長
と

し
て
地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

【
覚
　
賞
】

小
佐
野
　
石
江
　
船
津

　
　
　
（
昭
和
11
年
11
月
５
日
生
）

　
昭
和
59
年
に
町
文
化
協
会
に
入
会
し
、

華
道
部
理
事
、
茶
道
部
理
事
を
務
め
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
、
公
民
館
ま
つ
り
等
の
茶
道

の
指
導
や
公
民
館
に
お
い
て
、
華
道
・
茶

道
教
室
の
開
催
等
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を

行
い
、
地
域
文
化
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

小
佐
野
　
昭
二
　
船
津

　
　
　
　
　
（
昭
和
５
年
11
月
27
日
生
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
ス
テ
ラ
シ

ア
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
と
し

て
、
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
及
び
円
形
ホ
ー
ル

の
運
営
を
支
え
て
お
ら
れ
、
富
士
山
河
口

湖
音
楽
祭
の
実
行
委
員
長
と
し
て
も
尽
力

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
町
議
会
議
員
、
河

口
湖
町
総
合
開
発
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

現
在
は
、
町
消
防
団
長
と
し
て
地
域
防
災

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

三
浦
　
紀
榮
　
長
浜

　
　
　
　
　
（
昭
和
８
年
３
月
７
日
生
）

　
昭
和
26
年
４
月
小
立
小
学
校
を
皮
切
り

に
、
平
成
５
年
３
月
船
津
小
学
校
を
退
職

さ
れ
る
ま
で
の
42
年
間
、
富
士
河
口
湖
町

内
の
小
学
校
を
中
心
に
勤
務
さ
れ
、
学
校

教
育
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。
退
職
後
は
、

足
和
田
村
教
育
委
員
長
、
消
防
団
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
学
校
教
育
、
地
域
防
災
等
に

貢
献
さ
れ
た
。

【
文
化
功
労
賞
】

持
田
　
利
雄
　
船
津
　

　
　
　
　
　
（
昭
和
３
年
12
月
７
日
生
）

　
昭
和
55
年
４
月
か
ら
５
年
間
、
河
口
湖

南
中
学
校
教
頭
を
勤
め
ら
れ
る
。
平
成
元

年
よ
り
町
の
青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

社
会
教
育
指
導
員
、
中
央
公
民
館
長
、
町
立

図
書
館
長
の
要
職
に
つ
き
学
校
教
育
、
社

宮
下
　
昭
夫
　
長
浜

　
　
　
　
　
（
昭
和
２
年
９
月
21
日
生
）

　
昭
和
20
年
４
月
勝
山
農
工
青
年
学
校
を

皮
切
り
に
、
昭
和
62
年
３
月
西
浜
小
学
校

を
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
42
年
間
、
富
士
河

口
湖
町
の
小
中
学
校
を
中
心
に
近
隣
の
小

中
学
校
に
も
勤
務
さ
れ
、
学
校
教
育
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
た
。
退
職
後
は
、
県
文
化
財

保
護
指
導
委
員
を
4
期
8
年
、
足
和
田
村

教
育
委
員
長
、
村
議
員
、
村
農
業
委
員
会

長
、
村
消
防
団
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
教
育

行
政
、
村
政
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

渡
辺
　
　
澄
　
勝
山
　

　
　
　
　
　
（
昭
和
３
年
７
月
21
日
生
）

　
昭
和
20
年
４
月
小
立
小
学
校
を
皮
切
り

に
、
昭
和
63
年
３
月
大
嵐
小
学
校
を
退
職

さ
れ
る
ま
で
の
43
年
間
、
富
士
河
口
湖
町

内
の
小
学
校
に
勤
務
さ
れ
、
学
校
教
育
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。
退
職
後
は
、

県
の
芸
術
祭
審
査
委
員
、
山
梨
造
形
研
究

会
会
長
、
白
涛
会
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

地
域
の
文
化
振
興
に
も
貢
献
さ
れ
た
。

三
浦
　
友
弥
　
長
浜
　

　
　
　
　
　
（
昭
和
５
年
７
月
４
日
生
）

　
昭
和
22
年
４
月
大
田
和
国
民
学
校
を
皮

切
り
に
、
平
成
２
年
３
月
西
浜
小
学
校
を

退
職
さ
れ
る
ま
で
の
43
年
間
、
富
士
河
口

湖
町
内
の
小
学
校
を
中
心
に
勤
務
さ
れ
、

学
校
教
育
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。
退
職

後
は
、
足
和
田
村
教
育
長
、
村
議
員
な
ど
を

歴
任
さ
れ
村
政
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
た
。

【
感 

謝 

状
】

松
浦
　
正
宗
　
船
津
　
　
石
造
彫
刻

渡
辺
　
弟
彦
　
船
津
　
　
駐
車
場
樹
木

渡
辺
　
聿
三
　
小
立
　
　
駐
車
場
樹
木

渡
辺
　
藤
美
　
小
立
　
　
富
士
山
絵
画

浜
田
　
彰
三
　
富
士
吉
田
　
石
造
彫
刻

【
教
育
功
労
受
賞
者
】

古
屋
　
善
男
　
小
立

　
　
　
　
　
（
大
正
12
年
８
月
30
日
生
）

　
町
文
化
協
会
の
役
員
と
し
て
永
年
文
化

振
興
に
尽
力
さ
れ
、
絵
画
教
室
の
開
催
、

指
導
に
あ
た
り
芸
術
文
化
の
向
上
に
貢
献

し
た
。
ま
た
、
林
区
の
伝
統
芸
能
で
あ
る

ヤ
ー
ト
コ
踊
り
の
後
継
者
の
育
成
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
。
平
成
３
年
４
月
よ
り
美
術

館
協
議
会
委
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い

る
。

渡
辺
　
和
夫
　
大
嵐

　
　
　
　
　
（
昭
和
２
年
８
月
13
日
生
）

　
昭
和
23
年
４
月
小
立
小
学
校
を
皮
切
り

に
、
昭
和
63
年
３
月
西
桂
小
学
校
を
退
職

さ
れ
る
ま
で
の
40
年
間
、
富
士
河
口
湖
町

内
を
中
心
に
近
隣
の
小
中
学
校
に
も
勤
務

さ
れ
、
学
校
教
育
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。

退
職
後
は
、
足
和
田
村
教
育
長
、
大
嵐
区

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
教
育
行
政
、
地
域
振

興
に
も
貢
献
さ
れ
た
。
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第1回　富士河口湖町
花のまちづくり花壇コンクール

第1回　富士河口湖町
花のまちづくり花壇コンクール
第1回　富士河口湖町

花のまちづくり花壇コンクール

№3

≪お問い合わせ≫　富士河口湖町　環境課　資源保全係�　℡：72-3169

　平成16年11月15日‘町制施行1周年記念式典’において、

第1回花のまちづくり花壇コンクールの表彰式が行われ、

次のまちなみ花壇を管理されている方々が表彰されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

高尾南町自治会の花壇は、河口湖駅の南東側にある住宅地の一

画にあります。

住民の方、総出で植栽し、色とりどりの花をデザイン良く咲か

せています。

勝山観光協会の花壇は、国道139号線の勝山入口交差点(菊水電

子入口)、通称入口公園花壇です。

花はシンプルですが、ボリューム感ある、良く育成管理された

花壇です。

根場老人クラブの花壇は、根場浜にあり

ます約50坪程の山型をした花壇です。こ

こも見応えある美しい花を咲かせていま

す。

船津花の会の花壇は、国道139号線と船津

登山道線との交差点(セイフ－のところ)

にあります、通称松の木花壇です。

今年だけではなく毎年、すばらしい花を

咲かせ、きれいに管理されています。

ここは、夏花壇だけでなく、冬から春に

咲くビオラも先日、植栽されました。

町議会議長賞

『勝山観光協会』

優良賞

『高尾南町自治会』

優秀賞

『根場老人クラブ』

最優秀賞

『船津花の会』

受賞者紹介!!

松の木花壇松の木花壇

根場公園花壇

高尾南町自治会花壇高尾南町自治会花壇 入口公園花壇入口公園花壇


